
毎年５月５日は、男の子の健やかな成長と幸せを願う「端午の節句」です。中国から伝わった行事で、別名で

「菖蒲の節句」ともいいます。もとは邪気を払うとされる菖蒲やよもぎを摘んで、家の軒先に飾ったり、お風呂 

に入れたりして無病息災を願う風習がありました。江戸時代の武家社会において、菖蒲が「尚武（武を尊ぶこと）」や「勝負」に

通じることから男の子の節句となり、武者人形やかぶとなどを飾るようになりました。 

５月５日は、「こどもの日」でもありますが、こどもの日は男女関係なく、「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとと

もに、母に感謝する」ことを目的に制定された国民の祝日で、本来は別の行事です。 

チガヤや笹の葉など

で、米やもちを包んで

蒸したりゆでたりした

もの。中国から伝わっ

た食べ物で、地域によ

って包む葉や作り方は

さまざまです。 

「かつお」＝「勝男」にかけ

た縁起物として、旬の初ガツ

オが食べられています。カツ

オの産地では、こいのぼりで

はなく、かつおのぼりを掲げ

る所もあります。 
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風薫るすがすがしい季節になりました。新年度から１か月、新しい環境にも慣れてきたころでしょうか。

ゴールデンウィーク明けは緊張がゆるみ、心や体に疲れが出てくる時期です。毎日を元気に過ごせるよう

に、食事・睡眠・運動の3つを意識してみましょう。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

5月の給食目標 
給食にふさわしい環境を整備し、
マナーを守って食事をしましょう 

朝・昼・夕の３食を 

決まった時間に食べ 

ましょう。 

主食・主菜・副菜をそろえると、 

栄養のバランスが整いやすくなります。 

早寝・早起きを 

心がけましょう。 

朝起きたら日光を浴びる習慣をつけると、

生活リズムが整い、１日を気持ちよく 

スタートできます。 

日中は元気に体を

動かしましょう。 

適度な運動は、食事をおいしく感じたり、

質のよい睡眠につながったりと、いいこと

がたくさんあります。 


